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○消防団の活動内容
・住民への防火指導、巡回広報等の火災予防広報活動
・消火活動のほか、地震や風水害等の災害時の救助救出活動、
　避難誘導、捜索活動等
・各種警備活動
○入団資格
　次の条件をいずれも満たしている人
　①市内に居住するか勤務している人
　②満18歳以上50歳未満の人
　③地域防災への熱意があり健康な人
○主な処遇等
・条例に基づく報酬、報償費を支給します。
・公務災害補償、退職報償金、被服の貸与、表彰制度など
　があります。

■問い合わせ　消防本部消防総務課消防団係　☎�0122

大切なまちや家族を
守りたい思いはひとつ

消防功労者表彰
男性・女性
消防団員募集

岡
山
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

丸
山
英
明（
団
本
部
）、齋
藤
勝
之（
消

防
本
部
）

○
優
良
消
防
団
員
章

小
山
知
志
（
津
川
）、
石
田
進
（
玉

川
）、
河
原
稔
（
有
漢
中
央
）、
山
本

正
隆
（
有
漢
東
）、髙
下
幸
彦
（
中
）、

林
富
和（
吹
屋
）、川
上
宜
男（
大
賀
）、

武
田
政
文
（
高
山
）、福
嶋
公
平
（
富

家
）、
井
上
哲
也
（
湯
野
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
労
章

萩
原
幸
一（
団
本
部
）、江
草
孝
一（
団

本
部
）、
吉
岡
一
（
団
本
部
）、
平
井

計
行
（
団
本
部
）、
安
藤
耕
市
（
消

防
本
部
）

○
表
彰
章

森
剛
（
高
梁
）、
小
栗
誠
（
中
井
）、

前
野
洋
行
（
松
原
）、平
松
昭
博
（
高

倉
）、
政
森
末
男
（
落
合
）、
冨
弥
和

成（
落
合
）、小
柴
健
男（
有
漢
中
央
）、

綱
島
正
司
（
有
漢
東
）、難
波
誠
（
成

羽
自
）、
清
迫
浩
亨
（
成
羽
）、
川
上

誠
（
中
）、
鈴
木
貴
雄
（
川
上
自
）、

三
笘
臣
正（
手
荘
）、高
見
実（
富
家
）、

江
草
国
昭
（
平
川
）、太
田
一
嘉
（
消

防
本
部
）

○
青
年
章

佐
々
木
一
紀（
宇
治
）、金
藤
恵
幸（
吹

屋
）、
藤
井
琢
之
（
手
荘
）

○
精
勤
章

三
村
恭
一
（
津
川
）、
福
本
喜
典
（
川

面
）、
小
林
浩
（
川
面
）、
山
上
満
（
巨

瀬
）、
竹
本
一
己
（
中
井
）、
藤
本
博

紀
（
玉
川
）、
内
田
弘
樹
（
宇
治
）、

清
中
祐
一
（
松
原
）、
藤
井
正
宣
（
高

倉
）、
西
本
雅
彦
（
高
倉
）、
織
田
修

二
（
有
漢
西
）、信
清
康
尚
（
有
漢
西
）、

新
山
利
夫
（
有
漢
中
央
）、
難
波
守

（
有
漢
中
央
）、綱
島
謙
一
（
有
漢
東
）、

渡
辺
一
弘
（
成
羽
自
）、松
尾
志
郎
（
成

羽
自
）、
河
内
方
宏
（
成
羽
自
）、
石

原
慎
二
（
成
羽
自
）、
前
原
敏
之
（
成

羽
自
）、
赤
木
義
治
（
成
羽
）、
浅
尾

欣
吾
（
成
羽
自
）、脇
屋
敏
弘
（
成
羽
）、

石
原
総
弥
（
成
羽
）、
川
上
雅
美
（
吹

屋
）、三
浦
謄
（
吹
屋
）、山
本
健
一
（
川

上
自
）、
川
本
強
（
川
上
自
）、
中
藤

宏
和
（
川
上
自
）、大
塚
啓
次
（
手
荘
）、

新
屋
一
男
（
高
山
）、菅
波
誠
（
富
家
）、

原
田
進
（
富
家
）、江
草
伸
介
（
平
川
）、

川
上
秀
吉（
平
川
）、田
中
正
明（
湯
野
）

高
梁
市
長
表
彰

○
功
労
章

永
田
尚
則
（
高
梁
）、内
藤
忠
史
（
高

梁
）、三
村
恭
一（
津
川
）、三
村
武（
巨

瀬
）、西
康
夫（
中
井
）、近
藤
隆
幸（
松

原
）、西
川
昌
宏（
落
合
）、杉
本
裕（
有

漢
西
）、
甲
平
修
三
（
成
羽
）、
平
松

恵
市
（
手
荘
）、徳
田
仁
志
（
大
賀
）、

中
西
啓
二（
大
賀
）、山
下
勝
由
紀（
富

家
）、
三
高
秀
之
（
湯
野
）

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

○
表
彰
状

岡
崎
一
朗
（
川
面
）、加
藤
浩
之
（
巨

瀬
）、
小
栗
誠
（
中
井
）、
石
原
博
士

（
成
羽
）、
三
原
英
明
（
手
荘
）、
金

尾
伯
幸
（
大
賀
）、
古
米
一
人
（
富

家
）、
井
原
祥
吾
（
湯
野
）、
赤
木
浩

（
消
防
本
部
）

○
表
彰
状
（
第
58
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
入
賞
）

宇
治
分
団

高
梁
市
消
防
団
長
表
彰

○
精
勤
章

森
和
之（
高
梁
）、佐
藤
剛
紀（
高
梁
）、

秋
庭
勇
人
（
高
梁
）、藤
井
健
一
（
高

梁
）、
武
田
年
宏
（
高
梁
）、
川
上
尚

志
（
高
梁
）、
平
川
友
章
（
津
川
）、

水
野
雄
一
（
津
川
）、藤
森
将
司
（
巨

瀬
）、
藤
森
康
弘
（
巨
瀬
）、
長
谷
川

悟
司
（
巨
瀬
）、惣
田
裕
司
（
中
井
）、

中
村
年
宏（
中
井
）、内
藤
匡
登
詞（
中

井
）、
田
中
輝
実
（
玉
川
）、
嶋
山
雅

之
（
玉
川
）、
渡
辺
和
磨
（
玉
川
）、

入
江
芳
雄
（
宇
治
）、清
元
幸
雄
（
宇

治
）、
笹
治
孝
年
（
宇
治
）、
瀧
田
賢

二
（
松
原
）、
竹
中
信
二
（
松
原
）、

中
原
友
徳
（
松
原
）、岡
村
和
宏
（
松

原
）、三
浦
孝
仁（
落
合
）、堀
神
悟（
落

合
）、斉
藤
仁（
落
合
）、佐
藤
照
幸（
落

合
）、
杉
本
覚
（
有
漢
西
）、
藤
田
達

也（
有
漢
東
）、高
森
博
行（
成
羽
自
）、

田
中
芳
学（
成
羽
自
）、仁
後
弘
幸（
成

羽
自
）、
植
田
雄
樹
（
成
羽
）、
長
谷

川
哲
也（
成
羽
）、原
田
裕
司（
成
羽
）、

佐
野
尚
史
（
成
羽
）、佐
野
勇
人
（
成

羽
）、
川
上
修
司
（
成
羽
）、
小
川
健

太
（
成
羽
）、池
田
幸
則
（
川
上
自
）、

古
米
健
一（
川
上
自
）、大
内
則
之（
川

上
自
）、
川
上
善
之
（
手
荘
）、
村
上

竜
次
（
手
荘
）、村
上
憲
一
（
手
荘
）、

仲
山
徹
（
大
賀
）、山
室
聡
（
大
賀
）、

榎
隆
宏
（
高
山
）、大
塚
亀
（
高
山
）、

江
草
昌
幸
（
富
家
）、小
野
裕
也
（
湯

野
）、
中
川
達
也
（
湯
野
）、
松
井
知

史
（
湯
野
）

○
表
彰
状（
第
58
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場
団
員
）

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

〈
川
上
自
動
車
分
団
〉
…
池
田
哲
、

川
上
泰
弘
、
加
藤
貴
之
、
本
田
修
治
、

池
田
裕
一
、
大
内
則
之
、
古
米
健
一

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

〈
宇
治
分
団
〉
…
笹
治
孝
年
、
牧
野

直
人
、
藤
本
幹
人
、
佐
々
木
裕
二
、

佐
々
木
一
紀
、
森
川
辰
也

○
特
別
表
彰（
第
58
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
演
）

高
梁
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
の
配
偶
者
ま

た
は
家
族
表
彰

松
田
満
知
子
（
有
漢
町
有
漢
）、
名

合
澄
子
（
川
上
町
地
頭
）、
平
井
裕

美（
備
中
町
東
油
野
）、藤
井
雅
己（
川

面
町
）、小
柴
智
子
（
有
漢
町
有
漢
）、

河
原
美
穂
子
（
有
漢
町
有
漢
）、
石

原
順
子
（
成
羽
町
成
羽
）、
窪
木
千

恵（
成
羽
町
布
寄
）、田
中
千
恵
子（
成

羽
町
坂
本
）、
藤
井
弘
恵
（
成
羽
町

成
羽
）、
三
宅
真
由
美
（
川
上
町
上

大
竹
）、
石
井
百
合
子
（
川
上
町
仁

賀
）、信
木
美
由
紀
（
川
上
町
高
山
）、

池
田
智
（
備
中
町
布
賀
）

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
消
防
総
務
課
消
防
団
係
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災害の無いまちづくりを目指して
平成23年の自主防災組織率

高梁市は70.0%（県内27市町村中14位）

　未曾有の大災害となった東日本大震災の発生から、もうすぐ１年が
経過しようとしています。
　この震災では、防災の重要性のほか、地域ぐるみの連携や、人と人
とのつながりといった絆が大きく取り上げられた災害でもありました。
　いつ発生するかわからない災害に備えることは容易なことではあり
ませんが、一人一人が防災についての学習や訓練の機会を持つため、
地域で自主防災組織を結成してみませんか。
　自主防災組織とは、災害時の被害の軽減や防災思想の普及を図るこ
とを目的として、自主的に組織された防災団体のことです。万一の場
合に備え、ぜひ町内会などでご検討ください。

（※）自主防災組織率=自主防災組織に加入する世帯数 /総世帯数

～火災シーズン到来～
　市内では昨年、2月から4月にかけ全体の8割以上にあたる24件の
火災が発生しています。その原因の多くは、枯れ草焼きやごみ焼きに
よるもので、「いつもやっている」とか、「今まで大丈夫だったから」
といった、油断や慢心が火災を引き起こしています。こういった火災
は、少しの心掛けで防げる火災でもあります。
　3月1日から3月7日まで実施される、春の火災予防運動を前に今一
度、火の取り扱いに十分注意をお願いします。
　自分たちの地域からは火災を起こさないといった連帯感を持つな
ど、災害のないまちづくりを目指しましょう。

■問い合わせ　消防本部警防課予防係　☎�0124

　
１
月
15
日
に
総
合
文
化
会
館
で
市

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
功
績
の

あ
っ
た
消
防
団
員
な
ど
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
表
彰
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
カ

ッ
コ
内
は
所
属
名

地域の消防・防災活動に尽力


